
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長崎祭典の開幕まであと 74 日。7 月 29 日には、舞台監

督も参加して企画プロゼクトの会議や会場視察が行われ、舞

台設計も始まりました。企画内容の詳細も再検討され第 9

次案として翌日の実行委員会で承認されました。10 月 15

日の「平和への想いコンサート」（ブリックホール）の座席

指定ボードも、確定した座席の色が次第に広がっています。 

10 月 16 日の「長崎から世界へ 大音楽会」（アリーナ

かぶとがに＝全席自由）のチケット普及がはじまるなかでだ

されているのが、「ポスターをもっと街なかにはって、祭典ムードを盛り上げよう」の声。 

早速、練習会などでお願いすると、次々に 2 枚、３枚と持ち帰って張り出していただいています。 

「花の輪」の K さんは、「知り合いのお店に頼んで回りたいので、ポスターを 11 枚ください」と事務所に。

そのうち 5 枚には「チケットあります」の紙をはって、チケットもいっしょに置かせて 

もらう相談をしています。今後が楽しみです。 

M さんは、勤めているお店にポスター2 枚を張りまし

た。「チケットあり」の一言を書いたら、その日のうち

に二人が買いに来てくれました。 

ながせんの S さんは、「宣伝とは自分の気持ちを表現

すること。ちょっと恥ずかしかったけど、思い切って車

のボディにポスターをはりました。今ではモヤモヤ気分

がぬけすーっとしました」と。ムードが高まればチケッ

トも訴えやすくなりますね。 

 

 

 

 

私は、口だけでは説明できないので、自筆の手紙と 

チラシを入れた封書を 10 数通つくって、友人に郵送し 

ました。私が出演する合唱曲には、マーカーで印をつけ 

ています。手紙には「見ごたえ、聴きごたえのあるプロ 

グラムです。10 月 15 日は、テレビで有名な池辺晋一 

郎さんも指揮をします。16 日の大音楽会は客席も丸ご

と楽しむ内容で、『平和の旅へ』という感動的な大合唱

もあります。本当はいっしょに歌ってほしいんですけ

ど」と書きました。うれしいことに、一人から「ホテル

代使ってでも行くよ」と返事が届きました。（諫早・Ａ） 

「2010年日本のうたごえ祭典 in長崎」ニュース 

「平和への想いをつなごう」 
長崎市栄町 6－3 三浦ビル３Ｆ 095-824-8810 ファクス 095-895-8081 
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長崎祭典運営委員会 

「ポスターはって祭典ムードを」と 

自宅の塀に、車の窓に、知り合いのお店に 
♪♪長崎祭典まで、あと 74日♪ 
 

 
 

 

私
に
と
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
の
が
名
簿
で
す
。
学
生 

時
代
の
同
窓
会
名
簿
か
ら
、
職
場
、
年
賀
状
な
ど
。
ま
ず
電
話
か
け
（
だ 

か
ら
我
が
家
は
い
つ
も
話
し
中
）。
い
つ
も
か
け
る
人
、
時
々
か
け
る
人
、 

数
年
ぶ
り
の
人
と
さ
ま
ざ
ま
。
ご
無
沙
汰
を
わ
び
、
近
況
を
知
る
こ
と
が 

で
き
る
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
な
か
な
か
い
い
も
の
で
す
。 

 

「
大
音
楽
会
」
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
簡
単
な
手
紙
を
つ
け
て
チ 

ラ
シ
を
送
り
ま
す
。
間
を
お
い
て
ま
た
電
話
し
た
り
、
訪
ね
て
行
き
ま
す
。 

私
は
「
よ
か
っ
た
ら
来
て
！
」
と
は
い
い
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
と
て
も
素
敵
な
「
大

音
楽
会
」
で
す
か
ら
。
な
か
な
か
聴
け
な
い
音
楽
会
で
す
か
ら
な
ど
と
、
い
か
に

素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
か
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

で
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
な
か
広
が
り
ま
せ
ん
。 

顔
が
広
く
な
い
私
と
し
て
は
ど
う
し
よ
う
と
悩
み 

ま
す
。
ま
あ
と
り
あ
え
ず
と
い
う
気
持
ち
で
、
行 

き
つ
け
の
喫
茶
店
や
美
容
院
に
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ケ 

ッ
ト
を
置
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
婦
人
コ
ー
ラ
ス
「
花
の
輪
」
田
中 

純
子 

私はこうして 
チケットを 
広げています 

「私も歌います」と 
チラシに印をつけて郵送しました 



 

 

長崎原爆から４年後の 1949 年 11 月、原爆をテーマ 

にしたはじめての歌が、原子野のなかで生まれました。永

井隆さんが詞を書き、市の職員だった木野普見雄さんが曲

をつけた「♪あの子」です。 

以来この歌は、1300 人余の児童が犠牲になった山里

小学校の子どもたちとは切っても切り離せない大事な歌

として、60 年以上にわたり、その時々の在校生によって

歌い継がれてきました。 

「ナガサキから世界へ 大音楽会」（16 日・アリーナか

ぶとがに）では、ウクライナの歌姫・ナターシャ・グジー

さんといっしょに、山里小学校の子どもたちによって、平

和の歌声が響きわたります。高校生はもちろん、核兵器廃絶

を願う小学生の声も世界中に発信されます。 

7 月 28 日には、大雨のなか、その第 1 回目の練習会が

おこなわれました。（写真）「もう 100 回以上歌った」とい

う上級生もいて、その演奏はさっきまで大騒ぎしていた子ど

もたちの集団とはとても思えません。「ねがい」のうたごえ

とも合わせて、素晴らしい舞台になることを予感させてくれ

ました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナターシャ・グジーさんと被爆地の子どもたち（16日） 

「あの子」の練習会に70人の子どもたち 

 
「長崎祭典」の舞台 

ここが魅力 

今週の主な予定 
3 日（火）  チケット普及集約日 
4 日（水）  プログラム作成会議 
5 日（木）「平和の旅へ」練習会 6 時半 
6 日（金）「あの子」練習会   10 時 
7 日（土） 
8 日（日）原水禁大会・国際フォーラム 
9 日（月）原水爆禁止世界大会 

（市民会館 10 時半） 
  ・「平和の旅へ」演奏 

（長与町民文化ホール）8 時 15 分集合 
  ・「平和の旅へ」演奏（桜馬場中） 
          9 時半集合 
  ・「一本のペンで」演奏 

（市民会館・12 時前に集合） 
  ・「平和の鐘を鳴らそう」 

（県美術館・3 時前に集合） 

ここに 
注目！ 

千
恵
子
さ
ん
親
子
の
苦
し
み
と
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母
の
思
い
出
と
も
重
ね
て 

「平和の旅へ」に寄せる想い 
10/16 ナガサキから世界へ 大音楽会 

こ
の
曲
は
16
歳
で
被
爆
し
、
１７
年 

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
渡
辺
千
恵
子
さ
ん 

の
半
生
を
語
り
と
歌
で
つ
づ
っ
た
組
曲 

で
す
。
私
は
こ
の
曲
を
歌
う
た
び
に
54 

歳
で
亡
く
な
っ
た
母
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

私
は
幼
い
こ
ろ
ヤ
ケ
ド
を
負
い
ま
し 

た
。
今
は
わ
ず
か
な
傷
跡
し
か
残
っ
て 

い
な
い
の
で
す
が
、
母
は
「
女
の
子
に 

傷
を
負
わ
せ
た
」
と
ず
っ
と
心
を
痛
め 

て
い
ま
し
た
。 

 

千
恵
子
さ
ん
は
娘
盛
り
に
被
爆
し
、
障
が
い
の
身
と
な
り
ま
し

た
。
何
の
罪
も
な
い
娘
が
、
あ
る
日
突
然
、
重
い
障
が
い
を
負
っ

た
こ
と
に
、
お
母
さ
ん
は
、
母
親
と
し
て
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど

の
つ
ら
い
苦
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

お
母
さ
ん
が
、
千
恵
子
さ
ん
を
一
生
懸
命
看
病
し
、
被
爆
の
語

り
部
と
し
て
自
立
で
き
る
ま
で
育
て
励
ま
し
、
支
え
て
こ
ら
れ
た

こ
と
に
、
母
親
と
し
て
の
強
さ
と
、
子
ど
も
へ
の
深
い
愛
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
千
恵
子
さ
ん
も
ま
た
、
励
ま
し
に
し
っ

か
り
応
え
て
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。 

こ
の
曲
は
、
そ
う
し
た
長
崎
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
長
崎
の

う
た
ご
え
運
動
は
、
大
き
く
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

一
瞬
に
し
て
多
く
の
人
々
の
命
を
奪
い
、
人
間
そ
の
も
の
を
否

定
す
る
核
兵
器
。
こ
の
曲
に
綴
ら
れ
た
、
つ
ら
く
苦
し
い
思
い
を
、

こ
れ
か
ら
生
き
る
人
た
ち
に
背
負
わ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。「
平
和
の
旅
へ
」
を
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
聴
い
て
も

ら
う
こ
と
で
、
核
兵
器
廃
絶
の
輪
を
広
げ
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

「
平
和
の
旅
へ
」
合
唱
団 

 

平
山
繁
子 

お知らせ   ■8 月 11 日（水）１６時 

鉄橋で  歌いながらチラシ配布とチケット購入

を呼びかける楽しい宣伝です。ぜひご参加ください。 

鉄橋で長崎祭典の宣伝をします 


